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はじめに
イギリスでは､ 産業革命の進行と歩調を合わせて､ 18世紀
半ばに専門職としての民間 (土木) 技術者 (civil engineer)
が誕生した｡ 彼らは､ 従来の‘Engineer’である軍事技術
者 (military engineer) と区別するために､ 民間人を意味
する‘civil’を前に付けて自らを‘Civil Engineer’と称し




場合は､ 熟練工徒弟制 (trade apprenticeship) を経た者の
中の優秀な者に設計室などでの訓練を与えて養成することも











スティチューション (Anderson Institution) ２) の自然哲学
教授G. バークベック (Birkbeck)(1776-1841) が､ 1800年
から機械工 (Mechanics) を対象に始めたメカニックス・ク
ラス (Mechanics' Class) を嚆矢とし､ 1823年にグラスゴー
に､ 翌1824年にはロンドンに開設されたメカニックス・イン

















シティ・カレッジ (University College, London) (UCL)
(1841年) とそれに対抗して国教会側が設立したロンドン・
キングス・カレッジ (King's College, London) (KCL)
(1838年)､ ならびにイングランド北部のための大学として設
立されたダラム大学 (1838年) で導入された｡ 相前後して､
スコットランドのグラスゴー大学 (1840年)､ アイルランド
のダブリン・トリニティ・カレッジ (Trinity College,
Dublin) (TCD) (1842年)､ ベルファスト・クィーンズ・カ
レッジ (Queen's College, Belfast) (QCB) (1849年)､ コー
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つの目的５) を実現するために､ 1828年10月､ 通学制の ｢ロ




なかった｡ 紆余曲折を経て､ ｢ロンドン大学｣ は､ 1836年､
勅許状を得て､ ロンドン・ユニヴァーシティ・カレッジ (以
後､ 1828～1836年の期間もこの名称で扱う) として法人化さ
れ､ 同時に､ これとは別に､ 試験・学位授与機関としてのロ







the Application of Mechanical Philosophy to the Arts)｣
担当教授として､ ロイヤル・インスティチューション (Royal
Institution) の力学教授､ J.ミリングトン (Millington)



















た｡ 当時は､ 工学は学芸・法学部 (Faculty of Arts and
Laws) の中に設置されていた｡
後任には､ 実地技術者ではなく､ ケンブリッジ大学トリニ
ティ・カレッジで学芸修士 (M.A.) を取得したH. ルイス
(Lewis)(1845-59年) が任命された10)｡ 1846-48年の鉄道投
資熱 (railway mania) も影響したのか､ スタッフを補強
するため､ 1847年､ 材料強度の実験研究で著名なE. ホジキ
ンソン (Hodgkinson)11) を ｢工学の力学原理 (Mechancinal
Principles of Engineering)｣ 担当教授 (1847-61年) に､
織機の改良などで特許を取得していたB. ウッドクロフト
(Woodcroft)12) を ｢機械学 (Machinery)｣ 担当教授 (1847-





少に向かっている (表１)｡ その後のデータはないが､ 受講
者を集めることができなかったこともあって､ 機械系の２人
の後任は補充されず､ 土木工学教授１人体制に戻った｡
ルイスの後任の土木工学教授W. ポール (Pole)14) (1859-





上げた34歳のH.C.F.ジェンキン (Jenkin)16) で､ 教育者とし
ても有能で､ より多くの受講者を引きつけたが､ わずか１年
で､ 基金付けられた､ より好待遇の､ エディンバラ大学工学
講座初代教授に引き抜かれてしまった｡
1868年に後を継いだのはG.フラー (Fuller)17) だが､ 彼も
1873年により給与の高いベルファスト・クィーンズ・カレッジに
引き抜かれている｡ このように､ 財政状況が厳しく､ 良い待遇
を提供できなかったこともあって､ UCLでは1860年代まではス
タッフが安定せず､ ｢1874年のA.B.ケネディ (Kennedy) の任
命までは顕著な進歩は達成されなかった｣18) とされている｡
(２) カリキュラム
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１年次 初級数学､ 自然哲学 (実験系)､ 無機化学､ 地質
学､ 鉱物学､ 製図
２年次 上級数学､ 自然哲学 (数学系)､ 土木工学､ 建築
学､ 機械学､ 地質学､ 鉱物学､ 製図
３年次 土木工学､ 建築学､ 工学の力学原理､ 有機化学､
製図
工学系の科目は､ １～３年次の製図､ ２～３年次の土木工
学､ ２年次の機械学､ ３年次の工学の力学原理である｡ 土木


























ヤスリ掛け､ 旋盤加工､ ねじ切り､ 鋳造､ 鍛造など金属加工
全般の手ほどきを行った｡ しかし､ 翌年からはなくなってい
るので､ 機械作業場実習は定着しなかったものと思われる｡













が発行され､ 10月から､ 土木工学・鉱山学科 (Department
of Civil Engineering and Mining) の下でイギリスで最初
の工学コースがスタートした23)｡ コースを構成した科目は､
数学､ 力学､ 化学､ 地質学・鉱物学､ 電気学､ 幾何学製図､
測量学で､ 幾何学製図講師にT. ブラッドレイ (Bradley)
(1838-47年､ 講師､ 1848-69年､ 教授) が採用された｡ 翌1839
年､ 測量学講師に鉄道技術者のH.J. キャッスル (Castle)24)
(1839-64年､ 講師､ 1865-80年､ 教授) が､ 製造技術・機械
学 (Manufacturing Art and Machinery) 講師に印刷機
械の改良で著名なE. クーパー (Cowper)25) (1839-47年､ 講
師､ 1848-52年､ 教授) が採用された｡ 1840年には､ 建築士
で､ 1830年代後半には鉄道建設に従事し､ 土木技術者でもあっ
たW. ホスキング (Hosking)26) が建設技術学 (Arts of
Construction) 教授 (1840-61年) に採用された｡
学科の名称は､ ｢土木工学ならびに技術・製造業応用科学
科｣ (Department of Civil Engineering and Science as
applied to Arts and Manufacture)(1839年５月)､ ｢土木
工学､ 建築学､ ならびに技術・製造業応用科学科｣
(Department of Civil Engineering, Architecture, and
Science as applied to Arts and Manufacture)(1840年６
月)､ ｢工学､ 建築学､ 技術・製造業学科｣ (Department of
Engineering, Architecture, Arts and Manufactures)
(1841年７月) と頻繁に変更され､ 1844年以降､ 応用科学科
(Department of Applied Sciences) の名称が1873年まで維
持された27)｡
スタッフ (表２参照) は､ 最初､ 製造技術・機械学講師
(機械系) １人､ 測量学講師 (土木系) １人､ 建設技術学教













３参照) ことによる｡ 定員も入学試験もなく､ 貴重な収入源





















１年次 宗教､ 数学､ 自然哲学 (力学) ・天文学､ 化学､
鉱物学､ 製造技術・機械学､ 測量学､ 幾何学製図､
工学作業場実習
２年次 宗教､ 数学､ 自然哲学 (力学) ・天文学､ 化学､
鉱物学､ 地質・鉱山学､ 製造技術・機械学､ 測量
学､ 幾何学製図､ 工学作業場実習
３年次 宗教､ 数学､ 自然哲学 (力学) ・天文学､ 化学､
鉱物学､ 地質・鉱山学､ 製造技術・機械学､ 測量
学､ 幾何学製図､ 工学作業場実習､ 建設技術学
正規学生には､ 毎日の礼拝と週２回の宗教の授業があった｡
工学カリキュラムとしては､ 機械系と土木系の両方を含み､







機械の組み立て工程 (鋳型造り､ 鋳造､ 鍛造､ 旋盤､ ねじ切
り等) を教えていた｡ カレッジ当局もこのことをセールスポ
イントと考えていたようで､ 便覧に掲載された1856年の年報
では､ 他の教育機関に負けないと自負し､ ｢科学､ 勤勉さ｣




ことによって､ ｢単なる理論家でも､ 単なる熟練工 (artifi-






































た｡ 表４によると､ 1850-51年度､ 1860-61年度､ 1870-71年
度の何れも､ 約３分の１が１年しか在学しておらず､ 約半数
が２年でやめ､ ３年間在学している者は20％前後しかいない


















学の設立が具体化され､ 1832年､ 議会の承認を得た｡ 大学に



















の学習が求められた｡ 最終試験は､ ①数学､ 物理学､ 実践科
学､ ②化学､ 鉱物学､ 地質学､ ③語学の３部門から構成され
ていた｡ 最終試験受験者は､ 1840年が４人 (２人は①②部門
のみ)､ 1841年が２人 (全部門は１人)､ 1842年が３人 (２人
は①②部門のみ)､ 1843年が１人 (①②部門のみ)､ 1844年が
１人 (全部門) で､ その後1852年に１人受験するまで受験者
はなかった36)｡
工学コースがこのように失敗に終わったのは､ ３年コースを
修了して民間 (土木) 工学ディプロマ (Diploma of C.E.)




















学・力学 (Civil Engineering and Mechanics) 講座が設置
され､ 弱冠25歳の実地技術者L.D.B. ゴードン (Gordon)40)






学の学生によって学頭 (Rector) に選出され､ 政治的に困
難な状況から救われたトーリー党のロバート・ピール卿















































哲学教授に着任していたW. トムソン (Thomson) (後のケ




学便覧』 (Manual of Applied Mechanics)(1858)､ 『蒸気機
関ならびに他の原動機便覧』 (Manual of the Steam-
Engine and other Prime Movers)(1859)､ 『土木工学便覧』
(Manual of Civil Engineering)(1862)､ 『機械・工場機械
便覧』 (Manual of Machinery and Millwork)(1869)､ 造
船技術者R. ネイピア (Napier) らとの共著 『造船の理論と













的なものにした｡ 彼は､ 不変で､ 教えることができるものと､
日々異なり､ 個人的経験を通じてのみ獲得できるものを明確
に区別した｡ これは､ 科学 (science) と技術者の技術 (わ
ざ)(art) の区別であった49)｡ ランキンのこのような考え方
















によると､ 当時は､ 学芸学部 (Faculty of Arts)､ 神学部､
法学部､ 医学部の４学部制で､ 学芸学部の自由学芸 (liberal
arts) 教育は､ 他の３つの専門学部の前段階を構成していた｡
学芸学士 (B.A.) のコースは､ 人文学 (ラテン語)､ ギリシ
ア語､ 論理学､ 倫理学､ 自然哲学の教授が担当していたが､
学芸学部では､ 学位コースとは別に､ 数学､ 天文学､ 博物誌､












工学を学んでいた｡ 1859年､ ランキンは､ 評議会に工学ディ




け､ 1862年から工学熟達証書 (Certificate of Proficiency








１. 数学 初級 (１年間) と上級 (１年間)








































しいとされた｡ 1868年の人民 (スコットランド) 代表法
(the Representation of the People (Scotland) Act of
1868) によれば可能であることに気付いたランキンが､ 理学







科目に合格しなければならなかった｡ 工学の場合は､ １. 数
学 (１又は２科目)､ ２. 自然哲学 (１又は２科目)､ ３. 無
機化学 (１科目)､ ４. 地質学 (１科目)､ ５. 土木工学 (２















聖職者､ 法律家､ 医師､ 行政官などの専門職のための教育を
その中心的役割としていた｡ 1831年に学長 (Provost) に就
任したB.ロイド (Lloyd) は改革者で､ それまで一つの普通
学位コースしかなかった学芸学士 (B.A.) に､ 1833年から















会 (トマス・ワイズ (Thomas Wyse) 委員長) 報告書であっ














(Lloyd) が中心となって､ 数学教授J. マカラ (McCullagh)
と数学講師T. ルビー (Luby) との連名で､ 土木工学・建築
学科 (School of Civil Engineering and Architecture) 設



























まず､ 化学・地質学教授にはJ. アップジョン (Apjohn)
が､ 年俸150ポンドプラス学生１人に付き５ポンドで採用され､
授業開設年度に合わせて､ 翌1842年､ 実用工学教授に､ 49歳
の著名な実地技術者J. マクニール (Macneill)64) (1842-52年)
が同じ年俸で採用された｡ 彼はアイルランドの鉄道建設事業
の中心的人物で､ 実地技術者の仕事が極めて多忙であったた
め､ 彼を補佐するために､ 負傷し免役された工兵中尉H.L. レ
ニー (Renny) が助手兼講師に採用された｡ 測量や製図の器
具の購入のために150ポンドが充てられ､ また蒸気機関の講義
のための教材として何種類かの蒸気機関も購入された65)｡
1844年､ 病気のためレニーが辞職し､ T. オルダム
(Oldam) が後任助手に就いた｡ 1845年､ オルダムがポスト
の空いた地質学教授に昇格したため､ B. レイン (Lane) が
後任助手に就いたが､ 1846年､ 実地技術者に就くため辞職し､
S. ダウニング (Downing)66) が後任助手になった｡ 教授の
マクニールは､ 試験は担当したが､ 講義はほとんど行ってい
なかったため､ 1852年､ 実質的に講義を担当していたダウニ





格 す る と 土 木 工 学 デ ィ プ ロ マ (Diploma in Civil
Engineering) が授与された｡ このコースに入るためには､ 学










コース１年を加え､ 実質４年制) に変更され､ この枠組みは
1882年まで続いた68)｡
１年次 数学､ 力学理論､ 化学・鉱物学､
２年次 実用力学､ 実験物理学､ 製図・測量
３年次 地質学､ 実用工学､ 製図､ 測量､ 野外実習
1852年12月､ ダウニングは､ ダブリン大学についての調査
委員会の質問に答えて､ 専門職の仕事には理論と実地があり､
前者が科学 (science) で､ 後者が技術 (わざ)(art) である､
土木工学の科学については､ 本学科のコースはいくつかの部






作成､ 土工事の計算､ 設計､ 見積を実地体験させているとし
ている｡ また､ 試験で､ 怠け者やコースに向いていない者を
排除していることを強調し､ 最後に､ ｢本学科のカリキュラ
ムは可能な限り完全である｡ 科学の諸原理と技術 (わざ) の
実地が本学科では可能な限り完全に教えられている｡｣ と再













(Model Room) を重視し､ 毎年新たな蒸気機関や高架橋の
模型が作成され､ 展示された｡ 製図や模型を作成するための






(Licence in Civil Engineering) が設けられ､ 合わせて､
上 級 資 格 と し て 土 木 工 学 修 士 (Magister in Arte
Ingeniaria Civil) (M.A.I.) が創設された｡
1872年､ 学芸学士 (B.A.) を取得後､ 土木工学コースを
修了した者に､ 土木工学学士 (Baccalaureus in Arte










































で､ 1837年からアルスター鉄道 (Ulster Railway) の現場
監督兼管理経営者として鉄道建設に従事していたJ.ゴドウィ
ン (Godwin)77) (1849-57年) が任命された｡
ゴドウィンは､ 週２日､ 各２時間講義し､ 土曜日に午前10
時～午後４時までアルスター鉄道の事務所で製図を教えた｡





ジェームス・トムソン (James Thomson)78) (1857-73年)
が任命された｡ 同名の彼の父はアルスター生まれで､ QCB
の前身校で数学教授を務めた後､ グラスゴー大学で数学教授



































１年次 数学､ 化学､ 鉱物学・地質学・自然地理学､ 製図､
画法幾何学・測量・地図作成
２年次 数学､ 自然哲学､ 機械の原動力・組み立て・理論､
製図､ 土木工学 (建築原理と財務を含む)
1859年に３年制に改訂され､ 以下のようになった｡
１年次 数学Ⅰ､ 実験物理学､ 化学､ 幾何学製図､ 事務所
実務､ 近代語
２年次 数学Ⅱ､ 数理物理学､ 鉱物学・地質学・自然地理
学､ 土木工学､ 事務所実務､ 野外実習


























































































クィーンズ大学でも､ 1868年に工学士 (B.E.) が導入され､








年までのthe Institution of Civil Engineersの会員資格












Engineers)｣ が３名､ ｢技術者ならびに徒弟 (Engineers
and Appreitices)｣ (別に ｢機械工 (Mechanics)｣ が34
名いるので､ これは機械技術者と思われる) が30名含まれ
ていた (The Journal of the Society of Arts, Vol. 11,
1863, pp. 528-9.)｡
また､ 個別事例では､ マンチェスターの機械メーカー､
メイザー・アンド・プラット社 (Mather & Platt Ltd.)





んでいる (L.E. Mather (ed.), The Right Honourable
Sir William Mather, 1838-1920, 1925, pp. 4-11.)｡
５) H.H. Bellot, University College, London 1826-1926,
1929, p. 47.
６) Ibid., p. 248.
７) Ibid., pp. 38-40.




た世界最長の吊り橋で有名｡ 1869年､ 第15代民間 (土木)
技術者協会 (the Insititution of Civil Engineers) 会長
(Dictionary of National Biography (DNB ))｡
９) H.H. Bellot, op. cit., pp. 167, 266-7.
10) University College, London, Report of Council, and
Financial Statement, 1846 (以下､ UCL Annual Report),
p. 7.




など､ 材料の強度研究で名を挙げ､ 1841年､ 王立協会会員
(F.R.S.) に選出されている (Minutes of Proceedings of
the Institution of Civil Engineers (以下､ MPICE ),
Vol. 21, 1861-62, pp. 542-5.)｡






13) H.H. Bellot, op. cit., p. 267.
14) W. Pole (1814-1900) 15歳から６年間見習い生修行｡
高等数学をエンジニアリングの仕事に応用した技術者と言




て日本の鉄道建設も指導した (MPICE, Vol. 143, 1900-
01, pp. 301-9.)｡
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15) H.H. Bellot, op. cit., p. 308.














1873-84年にQCB工学教授を務めている (T.M. Moody &
J.C. Beckett, Queen's Belfast 1845-1949, The History
of a University, Vol. II, 1959, p. 585.)｡
18) H.H. Bellot, op. cit., p. 308.
19) University College, London, Calendar for the
Session 1853-54, 1853 (以下､ UCL Calendar 1853-54),
pp. 1-14, 22-31. (1831年度刊行後､ 1832～1852年度まで
刊行されず､ 1853年度から再刊された｡)
20) Ibid., p. 22.
21) UCL Calendar 1855-56, p. 15.
22) F.J.C. Hearnshaw, The Centenary History of
King's College, London, 1828-1928, 1929, pp. 41-93.
23) Ibid., p. 147.
24) H.J. Castle (1809-91) オックスフォード大学出身､ 最
初､ カナダで測量に従事した後､ イングランドで鉄道建設
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